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◎今後の市史普及啓発活動（各種講座）の予定 
 7 月 9日(土)「土佐ジョン万会総会」講話 場所：高知市 中浜万次郎関係 

テーマ「生死の大海を越えて咲いた万次郎」〈会員対象〉 

 

 8 月 3日(水)「土佐清水市教研社会科部会」講話＆巡見案内 場所：足摺岬小 

       テーマ「足摺岬小学校区の歴史文化財」〈教員対象〉 

 

 8 月 27日(土)「市民図書館歴史講座」講話 場所：土佐清水市立市民図書館  

テーマ「『中浜東一郎日誌』から見た万次郎」〈市民対象〉 

 

 9 月 4日(日)「土佐史談会郷土歴史散歩」講話  

       場所：松尾～足摺岬地区、足摺岬海上クルーズ 

       テーマ「海から読もう足摺・宇和の歴史」【歴史探訪】〈会員対象〉 

 

9 月 5日(月)「令和 4年度四国地方更生保護女性会員研究協議会」講話 

      場所：三翠園(高知市) 

      テーマ「万次郎と母のつながり」〈四国地方更生保護女性会員対象〉 

 

※この夏も各種講座がたくさんあります。この機会を活用し、『土佐清水市史』をし

っかり啓発していきます。また、ご報告させていただきます。 

 

郷土学習資料（２）   —鳥島に漂着した人々— 

 天保 12年(1841)1月 5日に宇佐浦を万次郎等 5人は、足摺岬沖までカツオ漁に出 

帆した。その日は与津(興津)西掛に停泊し、佐賀沖で操業。翌 6日は白浜で停泊。翌 

朝(7日)足摺岬沖に向かって出帆した。 

 足摺岬沖で操業している途中、時化に遭い黒潮に乗り、室戸沖・紀州沖から伊豆七 

島と小笠原諸島の間、北緯 30度付近に位置する絶海の孤島「鳥島」に漂着すること 

となった。 

 

 実は、この鳥島に漂着したのは、万次郎らが乗ったカツオ船ばかりではなかった。 

1681年(延宝 8年)～1866年(慶応 2年)までの 185年間に 15例の漂着記録が残って 

いる。恐らく記録に残っていない多くの事例もあったと思われる。ちなみにこれら 

15例の乗員は、自力で脱出したり、捕鯨船に救助されたりしている。実際には、も 

っと多くの遭難者がおり、この島で亡くなっている可能性が高い。 

 

中浜博著『私のジョン万次郎―子孫が明かす漂流 150年目の真実―』（小学館、289
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頁）には、この 15例を一覧表

でまとめている。 

 ここで注目すべき点は、島

に漂着した船の内、小型船は

万次郎らのカツオ船１隻だ

けであり、それ以外の 14 例

は、すべて廻船であり、米や

産物を積み下ろす五百石船

以上の大型の荷船であった。 

 

 15 例中、12 例が自力脱出

し、3 例は捕鯨船に救助され

ている。近世末、小笠原諸島

周辺海域では米国の捕鯨船

が捕鯨を大規模に展開して

いた。 

 

 万次郎ら 5人は、幸運にも

ホイットフィールド船長が

指揮するジョンハウランド

号に救助された。若くして命

の危機を乗り越えた少年万

次郎の人生観に、この体験は

どのような影響を与えたの

だろうか。興味深い。 


